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森
林
は
、国
土
の
保
全
、水
源

の
か
ん
養
、地
球
温
暖
化
の
防

止
、木
材
を
始
め
と
す
る
林
産
物

の
供
給
な
ど
の
多
面
的
機
能
を

持
っ
て
お
り
、私
た
ち
の
生
活
及

び
経
済
に
大
き
く
貢
献
し
て
い

ま
す
。
こ
の
よ
う
な
機
能
を
持

続
的
に
発
揮
し
て
い
く
た
め
に

は
、主
伐
後
の
再
造
林
や
間
伐
な

ど
、森
林
の
適
正
な
整
備
・
保
全

を
行
う
必
要
が
あ
り
ま
す
。

　
東
京
23
区
よ
り
も
広
い
十
津

川
村
の
面
積
の
96
％
は
森
林
で
、

そ
の
う
ち
約
半
分
が
ス
ギ
、ヒ
ノ

キ
の
人
工
林
で
す
。
こ
の
こ
と

か
ら
、私
た
ち
が
安
心
・
安
全
で

豊
か
な
暮
ら
し
を
育
ん
で
い
く

た
め
に
は
、森
林
を
適
正
な
状
態

に
管
理
し
、自
然
と
共
生
し
て
い

く
こ
と
が
不
可
欠
と
言
え
ま
す
。

　
近
年
、村
内
で
は
林
業
事
業
体

に
よ
り
活
発
に
整
備
が
行
わ
れ

る
森
林
が
増
加
し
て
い
る
一
方
、

集
落
周
辺
を
中
心
と
し
た
所
有

規
模
が
小
さ
い
森
林
な
ど
に
つ

い
て
は
、整
備
が
遅
れ
て
い
る
状

況
が
見
ら
れ
ま
す
。
そ
こ
で
、今

回
は
、適
正
な
森
林
整
備
を
進
め

て
い
く
た
め
の
村
の
施
策
を
紹

介
し
ま
す
。

　
近
年
、林
業
の
現
場
で
は
、環
境

や
景
観
へ
の
配
慮
が
求
め
ら
れ
て
い

ま
す
。
村
で
は
、森
林
所
有
者
や
事

業
者
の
皆
様
が
森
林
づ
く
り
を
進

め
る
上
で
目
安
と
な
る
よ
う
に
、具

体
的
な
ポ
イ
ン
ト
を
ま
と
め
た「
十

津
川
村
森
林
づ
く
り
ガ
イ
ド
ラ
イ

ン
」を
策
定
し
ま
し
た
。

　
こ
の
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
を
手
順
に

従
っ
て
チ
ェッ
ク
し
て
い
く
と
、伐
採

搬
出
な
ど
を
行
う
際
に
、環
境
や
景

観
、あ
る
い
は
安
全
に
つ
い
て
ど
の

よ
う
に
配
慮
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

か
が
確
認
で
き
る
よ
う
に
な
っ
て
い

ま
す
。

　
森
林
に
関
わ
る
す
べ
て
の
人
に
こ

の
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
を
読
ん
で
頂
き
、

森
林
づ
く
り
の
段
取
り
や
打
合
せ

に
お
い
て
活
用
頂
き
た
い
と
考
え
て

い
ま
す
。

（
村
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
公
開
中
）

適正に管理されていない森林
（木が密集し下草が生えない）

間伐後の森林

適正に管理されていない森林
（木が密集し下草が生えない）

間伐後の森林

“村民の宝”森林を守りましょう！

は
じ
め
に

十
津
川
村
森
林(

も
り)

づ
く
り
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン

　
　
　を
策
定
し
ま
し
た

〜
環
境
に
配
慮
し
た
森
林
づ
く
り
を
め
ざ
し
て
〜

● 十津川村森林づくりガイドラインの概要●

総額（円） 単価（円 ㎥）

収入
木材販売代
伐採奨励金

計

経費
運送・販売

伐採搬出・土場代
計

差し引き

伐採・搬出
を行った
面積
数量 ㎥

村の森林整備の推進及び林業の振興を図るため、村内の山林において、村内の林業事業体が行う
木材（スギ・ヒノキ）の伐採・搬出事業に対して、奨励金を交付しています。

お問い合わせ 産業課 林業グループ ☎０７４６－６２－０９０９

水平距離 あたり
円の助成が受けられます

※測量する必要はありません 事業内容

◆隣接所有者などを調査し、隣接所有者
（又は委任状のもと）、

（杭は村が支給）

（村が森林組合に測量を委託、測量成果

を調査し、隣接所有者
などの立会のもと（又は委任状のもと）、
境界杭を設置（杭は村が支給）

◆設置した境界杭の大まかな場所を示し
た野帳の作成・提出

（村が森林組合に測量を委託、測量成果
により水平距離× 円を交付） 補助金交付

事業完了

事業開始

交付決定

村に申請

事業の流れ

十津川式林業６次産業化 ＷＥＢサイト「山にこだわる。木にこだわる。」▶▶▶

＜補助金額＞
・通常
間伐： 円 ㎥ 皆伐： 円 ㎥
・加算対象森林※の場合
間伐： 円 ㎥ 皆伐： 円 ㎥
※住家又は公道からおおむね斜距離 ｍ以内

＜補助対象者＞
森林所有者、森林組合、村内林業事業体など

＜事業の流れ＞
作業地 境界 の確定

作業をお願いする事業体の決定

村に申請

木材の伐採・搬出

木材の販売→数量の確定
（木材協同組合が行います）

奨励金の金額確定→交付

伐採前 伐採後

集落周辺における事業については、
奨励金が加算されます！

集落環境も
良くなります

●とある作業現場の収支の一例（加算対象森林における皆伐）

※あくまで一例であり、森林の状況や木材市況などにより金額は変わります。
※

※皆伐の場合、上の経費のほかに、再造林に要する費用が発生します。

森林経営計画の策定、事業規模等の一定条件を満たす場合、上の収入のほかに、
国・県の補助金が受けられることがあります。

※四捨五入しており、合計は一致しません。

補助制度のご案内補助制度のご案内

十津川産材伐採奨励金
十津川材（木材）の伐り出しに奨励金を交付します！

自分の山（森林）がどこにあるかわかりますか？

森林境界明確化支援事業補助金

　森
林
所
有
者
な
ど（
基
本
的
に

誰
で
も
よ
い
）が
行
う
森
林
の
境

界
明
確
化
に
対
し
、助
成
し
て
い

ま
す
。

　森
林
所
有
者
な
ど（
基
本
的
に

誰
で
も
よ
い
）が
行
う
森
林
の
境

界
明
確
化
に
対
し
、助
成
し
て
い

ま
す
。

環境配慮事項の一例

下に民家や一般
道がある場合は
伐倒方向などに
配慮する。

枝条や残材などは、
大雨の際に流出したり、
堰 せき となって崩れ
たりしないよう、谷へ
の残置は避ける。

ガイドライン使用の流れ
村村のの森森林林づづくくりりのの方方針針をを確確認認

（（現現在在））森森林林区区分分とと法法的的制制限限等等をを確確認認
（制限の有無、木材生産の意思などから区分を決定）

作作業業計計画画ををたたててるる
（目標の姿に誘導するまでに必要な作業の回数、方法など）

環環境境配配慮慮事事項項をを確確認認
（景観などに特別な配慮が必要な区域ではないか）

伐伐採採届届をを提提出出→→作作業業着着手手

・主な樹種 スギ・ヒノキ
・適地目安 標高 以下
・森林区分との適合性 適正人工林 イメージ

目標とする森林の例

（（将将来来））森森林林づづくくりりのの方方向向性性をを考考ええるる
（目標とする森林の姿を選択する）
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【
歳
入
】

　
会
計
年
度
に
お
け
る
全
て
の
収
入

を
指
し
、歳
入
予
算
と
は
そ
の
見
積

も
り
と
な
っ
て
い
ま
す
が
、収
入
の

限
度
や
内
容
を
制
限
す
る
拘
束
力
は

あ
り
ま
せ
ん
。

【
歳
出
】

　
会
計
年
度
に
お
け
る
全
て
の
支
出

を
指
し
、歳
出
予
算
と
は
そ
の
見
積

も
り
で
あ
る
と
同
時
に
、支
出
の
限

度
額
や
内
容
を
制
限
す
る
拘
束
力
を

有
し
て
い
ま
す
。

【
村
特
別
会
計
】

　
特
別
会
計
は
特
定
の
目
的
に
使
う

た
め
に
一
般
会
計
と
区
分
し
、特
定

の
収
入
と
支
出
で
経
理
を
行
う
会
計

で
す
。
例
え
ば
保
険
料
や
使
用
料
な

ど
の
特
定
の
収
入
が
財
源
で
す
。

　
使
い
み
ち
別
に
会
計
を
分
け
る
こ

と
で
、よ
り
分
か
り
や
す
く
、そ
れ
ぞ

れ
の
事
業
状
況
や
実
績
な
ど
が
明
確

化
さ
れ
ま
す
。

【
村
債
】

　
国
や
金
融
機
関
な
ど
か
ら
借
り
る

資
金
で
す
。
村
が
借
り
る
理
由
と
し

て
、道
路
や
大
規
模
な
施
設
の
建
設

に
多
額
の
費
用
が
か
か
り
、そ
の
年

の
収
入
だ
け
で
賄
う
こ
と
は
で
き
な

い
こ
と
や
、長
期
に
わ
た
っ
て
利
用

す
る
た
め
、後
の
世
代
の
人
に
も
公

平
に
負
担
し
て
も
ら
う
こ
と
が
挙
げ

ら
れ
ま
す
。

　
村
債
は
あ
く
ま
で
も
借
金
で
あ
る

た
め
、将
来
必
ず
返
さ
な
け
れ
ば
い

け
ま
せ
ん
。
村
債
残
高
が
増
え
る
こ

と
は
、財
政
運
営
の
硬
直
化
に
つ
な

が
り
か
ね
ま
せ
ん
。

【
基
金
】

　
特
定
の
目
的
の
た
め
に
財
産（
現

金
、土
地
、物
品
な
ど
）を
維
持
・
運

用
す
る
た
め
に
条
例
ま
た
は
法
律
に

よ
っ
て
設
置
さ
れ
る
も
の
で
す
。
家

計
で
言
え
ば
、貯
金
に
あ
た
り
ま
す
。

村報とつかわ 2022.25

用
語
の
解
説

  
 

会 計 名 予算現額 収入額 収入率 支出額 支出率
国民健康保険事業 4億6,988万6千円 2億9,865万3千円 63.6% 2億7692,

692
万9千円 58.9%

後 期 高 齢 者 医 療 6,669万4千円 2,350万8千円 35.2% 2,920万9千円 43.8%
国 保 診 療 所 事 業 2億1,204万4千円 7,930万3千円 37.4% 1億3,098万8千円 61.8%
介 護 保 険 事 業 7億2,033万5千円 3億9,354万5千円 54.6% 4億6,342万7千円 64.3%
簡 易 水 道 事 業 2億7,293万8千円 2,329万3千円 8.5% 1億4,509万6千円 53.2%
貯木場等維持管理事業 4億2,982万8千円 1億8,089万6千円 42.1% 1億5,673万1千円 36.5%
十 津 川 温 泉 事 業 3,456万5千円 628万円 18.2% 991万8千円 28.7%
湯 泉 地 温 泉 事 業 1,570万8千円 499万5千円 31.8% 840万6千円 53.5%
財産区大字迫西川 78万1千円 0円 0.0% 0円 0.0%

合 計 22億2,277万9千円 10億1,047万3千円 45.5% 12億2,070万4千円 54.9%

特別会計

一般会計

歳入 村
の
家
計
簿

令
和
３
年
度
予
算
執
行
状
況

諸収入

繰越金

繰入金

寄附金

財産収入

使用料及び手数料

分担金及び負担金

村税

●自主財源（村が自主的に収入できるお金）
予算額

7億4,437万２千円

140万2千円

1億69万3千円

3,796万６千円

304万6千円

1億2,855万3千円

6,614万3千円

2億4,248万８千円

4億2億 6億

その他

村債

県支出金

国庫支出金

地方交付税

地方譲与税

●依存財源（国や県などから交付または割り当てられるお金）

予算額

1億3,287万２千円

27億9,921万９千円

6億1,621万6千円

2億7,056万3千円

8億4,314万8千円

9,132万円

10億 20億

6億6億3,449万3千円

90万9千円

5,924万9千円

2,396万9千円

262万1千円

2億円

0円

1億5,914万4千円

予算額 億 万 千円
一般会計予算執行状況

収入予定額
19億1,587万3千円

収入済額
41億6,212万8千円

31.5％

68.5％

収入済額

8,307万8千円

26億4,607万26億4,607万6千円

2億3,803万6千円

4,882万1千円

0円

6,573万2千円

収入済額

　
令
和
３
年
度
に
ど
の
よ
う
な
お
金
が
入
っ
て
き

て
、ど
の
よ
う
な
こ
と
に
お
金
が
使
わ
れ
た
の
か
。

令
和
３
年
12
月
末
時
点
の
村
の
家
計
簿
を
詳
し
く

見
て
み
ま
し
ょ
う
。

報
告しま

す
！

  

事 業 名 借入残高
辺 地 対 策 事 業 債 1億8,123万9千円
過 疎 対 策 事 業 債 37億9,183万9千円
臨 時 地 方 道 整 備 事 業 債 2,392万4千円
災 害 復 旧 事 業 債 1億133万1千円
一 般 廃 棄 物 処 理 事 業 債 1,076万3千円
公 営 住 宅 建 設 事 業 債 1,512万円
財 源 対 策 債 599万9千円
臨 時 財 政 対 策 債 19億429万9千円
介 護 サ ー ビ ス 事 業 債 265万7千円
病院事業債（一般会計出資債） 3,722万7千円
簡 易 水 道 事 業 債 11億6,045万9千円
一般補助施設整備等事業債 66万3千円
緊 急 防 災 ・ 減 災 事 業 債 4億4,520万7千円
公共事業等 旧農業農村整備事業 430万9千円
減 収 補 て ん 債 470万円

合 計 76億8,973万6千円

基金現在高
基 金 名 現在高

財 政 調 整 基 金 11億7,580万7千円
減 債 基 金 6億5,548万7千円
災 害 対 策 基 金 1億4,011万3千円
土 地 開 発 基 金 8,484万8千円
ふ る さ と 基 金 3億3,591万2千円
奨 学 基 金 1,000万円
漁 業 基 金 4,140万1千円
旧 貯 木 場 運 営 基 金 21億5,397万1千円
福 祉 基 金 1億5,867万7千円
公 共 施 設 整 備 基 金 4億1,700万4千円
林 業 振 興 基 金 3億4,738万5千円
中山間ふるさと水と土保全基金 1,000万円
国民健康保険高額療養費貸付基金 300万円
出 産 費 貸 付 基 金 100万円
森 林 環 境 基 金 4,148万6千円
国民健康保険支払準備基金 550万円
五條区分消防職員退職手当負担金基金 3,068万4千円
介 護 給 付 費 準 備 基 金 1,870万9千円
水 道 事 業 基 金 4,030万3千円
十 津 川 温 泉 事 業 基 金 3,510万6千円
湯 泉 地 温 泉 事 業 基 金 1,011万9千円

合 計 57億1,651万2千円

村債借入残高

一般会計

歳出

村の家計簿 令和３年度予算執行状況

予算額

6,451万円

12億2,384万1千円

8億3,205万3千円

8億8,291万2千円

5億3,516万6千円

2億9,441万円

6億9,904万3千円

4億4,169万6千円

3億2,748万8千円

5,200万5千円

7億1,689万６千円

798万1千円
予備費

公債費

災害復旧費

教育費

消防費

土木費

商工費

農林水産業費

衛生費

民生費

総務費

議会費
5億 10億

一般会計予算執行状況

執行予定額
31億5,939万1千円

支出済額
29億1,861万円

52.0％ 48.0％
予算額 60億7,800万1千円

4,477万3千円

6億6億4,001万2千円

4億5,038万4千円

2億2,987万円

1億8,597万3千円

2億2,327万9千円

2億6,584万4千円

3億590万円

2億412万8千円

1,506万7千円

3億5,338万円

0円

支出済額

,8000 1
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用
語
の
解
説

  
 

会 計 名 予算現額 収入額 収入率 支出額 支出率
国民健康保険事業 4億6,988万6千円 2億9,865万3千円 63.6% 2億7,

692
万9千円 58.9%

後 期 高 齢 者 医 療 6,669万4千円 2,350万8千円 35.2% 2,920万9千円 43.8%
国 保 診 療 所 事 業 2億1,204万4千円 7,930万3千円 37.4% 1億3,098万8千円 61.8%
介 護 保 険 事 業 7億2,033万5千円 3億9,354万5千円 54.6% 4億6,342万7千円 64.3%
簡 易 水 道 事 業 2億7,293万8千円 2,329万3千円 8.5% 1億4,509万6千円 53.2%
貯木場等維持管理事業 4億2,982万8千円 1億8,089万6千円 42.1% 1億5,673万1千円 36.5%
十 津 川 温 泉 事 業 3,456万5千円 628万円 18.2% 991万8千円 28.7%
湯 泉 地 温 泉 事 業 1,570万8千円 499万5千円 31.8% 840万6千円 53.5%
財産区大字迫西川 78万1千円 0円 0.0% 0円 0.0%

合 計 22億2,277万9千円 10億1,047万3千円 45.5% 12億2,070万4千円 54.9%

特別会計

一般会計

歳入 村
の
家
計
簿

令
和
３
年
度
予
算
執
行
状
況

諸収入

繰越金

繰入金

寄附金

財産収入

使用料及び手数料

分担金及び負担金

村税

●自主財源（村が自主的に収入できるお金）
予算額

7億4,437万２千円

140万2千円

1億69万3千円

3,796万６千円

304万6千円

1億2,855万3千円

6,614万3千円

2億4,248万８千円

4億2億 6億

その他

村債

県支出金

国庫支出金

地方交付税

地方譲与税

●依存財源（国や県などから交付または割り当てられるお金）

予算額

1億3,287万２千円

27億9,921万９千円

6億1,621万6千円

2億7,056万3千円

8億4,314万8千円

9,132万円

10億 20億

6億6億3,449万3千円

90万9千円

5,924万9千円

2,396万9千円

262万1千円

2億円

0円

1億5,914万4千円

予算額 億 万 千円
一般会計予算執行状況

収入予定額
19億1,587万3千円

収入済額
41億6,212万8千円

31.5％

68.5％

収入済額

8,307万8千円

26億4,607万26億4,607万6千円

2億3,803万6千円

4,882万1千円

0円

6,573万2千円

収入済額

　
令
和
３
年
度
に
ど
の
よ
う
な
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、ど
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よ
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な
こ
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に
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が
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。

令
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を
詳
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く

見
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ま
し
ょ
う
。
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！

  

事 業 名 借入残高
辺 地 対 策 事 業 債 1億8,123万9千円
過 疎 対 策 事 業 債 37億9,183万9千円
臨 時 地 方 道 整 備 事 業 債 2,392万4千円
災 害 復 旧 事 業 債 1億133万1千円
一 般 廃 棄 物 処 理 事 業 債 1,076万3千円
公 営 住 宅 建 設 事 業 債 1,512万円
財 源 対 策 債 599万9千円
臨 時 財 政 対 策 債 19億429万9千円
介 護 サ ー ビ ス 事 業 債 265万7千円
病院事業債（一般会計出資債） 3,722万7千円
簡 易 水 道 事 業 債 11億6,045万9千円
一般補助施設整備等事業債 66万3千円
緊 急 防 災 ・ 減 災 事 業 債 4億4,520万7千円
公共事業等 旧農業農村整備事業 430万9千円
減 収 補 て ん 債 470万円

合 計 76億8,973万6千円

基金現在高
基 金 名 現在高

財 政 調 整 基 金 11億7,580万7千円
減 債 基 金 6億5,548万7千円
災 害 対 策 基 金 1億4,011万3千円
土 地 開 発 基 金 8,484万8千円
ふ る さ と 基 金 3億3,591万2千円
奨 学 基 金 1,000万円
漁 業 基 金 4,140万1千円
旧 貯 木 場 運 営 基 金 21億5,397万1千円
福 祉 基 金 1億5,867万7千円
公 共 施 設 整 備 基 金 4億1,700万4千円
林 業 振 興 基 金 3億4,738万5千円
中山間ふるさと水と土保全基金 1,000万円
国民健康保険高額療養費貸付基金 300万円
出 産 費 貸 付 基 金 100万円
森 林 環 境 基 金 4,148万6千円
国民健康保険支払準備基金 550万円
五條区分消防職員退職手当負担金基金 3,068万4千円
介 護 給 付 費 準 備 基 金 1,870万9千円
水 道 事 業 基 金 4,030万3千円
十 津 川 温 泉 事 業 基 金 3,510万6千円
湯 泉 地 温 泉 事 業 基 金 1,011万9千円

合 計 57億1,651万2千円

村債借入残高

一般会計

歳出

村の家計簿 令和３年度予算執行状況

予算額

6,451万円

12億2,384万1千円

8億3,205万3千円

8億8,291万2千円

5億3,516万6千円

2億9,441万円

6億9,904万3千円

4億4,169万6千円

3億2,748万8千円

5,200万5千円

7億1,689万６千円

798万1千円
予備費

公債費

災害復旧費

教育費

消防費

土木費

商工費

農林水産業費

衛生費

民生費

総務費

議会費
5億 10億

一般会計予算執行状況

執行予定額
31億5,939万1千円

支出済額
29億1,861万円

52.0％ 48.0％
予算額 60億7,800万1千円

4,477万3千円

6億6億4,001万2千円

4億5,038万4千円

2億2,987万円

1億8,597万3千円

2億2,327万9千円

2億6,584万4千円

3億590万円

2億412万8千円

1,506万7千円

3億5,338万円

0円

支出済額

,8000 1



 2022.2 村報とつかわ 6村報とつかわ 2022.27

　
完
全
予
約
制
の
事
前
に
定
め
ら
れ
た

区
間
を
運
行
す
る
、乗
り
合
い
型
タ
ク

シ
ー
の
愛
称
で
す
。

　
車
を
お
持
ち
で
な
い
人
や
バ
ス
停
ま

で
の
移
動
が
難
し
い
人
の
た
め
、玄
関

先
や
車
が
行
け
る
と
こ
ろ
ま
で
迎
え
に

行
き
、目
的
地
ま
で
運
行
し
ま
す
。

　
村
で
は
、こ
れ
ま
で
東
区
東
部
、神
納

川
区
、西
川
区
北
部
の
３
つ
の
地
域
で

運
行
し
て
き
ま
し
た
。
令
和
４
年
１
月

18
日
か
ら
は
運
行
地
域
を
広
げ
、村
全

域
で
試
験
運
行
を
開
始
し
ま
し
た
。

　
村
営
タ
ク
シ
ー
郷
士
号
は
、運
行
日

や
行
き
先
が
限
ら
れ
て
い
ま
す
が
、自
宅

か
ら
目
的
地
ま
で
移
動
が
で
き
ま
す
。

　
ぜ
ひ
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

村
営

郷
士
号

自宅付近

大字上野地、
小原、平谷 病院、商店、金融機関、役場など

村全域で
試験運行
始まりました!

■運行予約
三光タクシー株式会社
■お問い合わせ
十津川村役場総務課

☎０７４６－６４－１２３４

☎０７４６－６２－０００１

利利用用ままででのの３つつののスステテッッププ利利用用ままででのの３つつののスステテッッププ

STEP１事
利用する前に、利用登録をしてください。
登録は、役場総務課に電話で申し込みできます。
氏名、性別、年齢、住所などをお伺いします。

前の利用登録

STEP2 利用するための予約
運行カレンダーから利用したい運行日を選んで、予約してください。

予約は、運行日の３日前の１７時までにしてください。

STEP3 利用する

☎０７４６－６４－１２３４
（三光タクシー株式会社）

予約先
電話番号

村
営
タ
ク
シ
ー 

郷
士
号

ご 

う

ご 

う

し

　予約した時間に、自宅付近まで村営タクシー郷士号がきます。目的地からの帰
りは自宅付近まで送ってくれます。
　乗り合い型のため、他の人の用事が終わるまでお待ちいただくことがあります。
　日々の移動にお役立てください。

村民
※村内に住所がある人

利用できる人
１人片道1００円
※障害者手帳をお持ち
の人、小学生は半額
※小学生未満は無料

利用料金

・事前予約が必要です。
・他の人と乗り合わせることがあります。
・乗り降りの介助はできません。

注意事項

原則週1回
※運行カレンダーを
ご確認ください。

運行日

運 行 区 域
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　1月9日、第68回十津川村駅伝大会が開催されました。
昨年は新型コロナウイルス感染症の影響により中止となりま
したが、今年は２年ぶりに開催。出場選手は村内に在住ある
いは在勤の者に限り、村内の部で13チームが出場しました。
　選手たちは、沿道から温かな応援を受けながら、重里（旧西
川第一小学校グラウンド）から上野地（旧上野地中学校グラウ
ンド）までの計８区間37.6ｋｍをタスキでつなぎました。
　今大会は、十津川高校Ａが４年振りの優勝を果たしました。
おめでとうございます！

津川村駅伝大会 十津川高校優勝十 2 年 ぶ り の 開 催 　 村 内 チ ー ム の み 出 場 　

　1月3日、十津川中学校で令和4年十津川村成人式が
行われ、平成13年4月2日から平成14年4月1日生まれ
の新成人17人が出席しました。
　記念講演では、カリスマ添乗員として知られる平田進也
さんから「人様に喜んでもらえる人になるために、感謝の
気持ちを忘れない」と題し、両親などお世話になった人へ
感謝をすることの大切さ、多くの人に出会い交流し、夢を
もって、楽しかったと思う人生にしてほしいと新成人にメッ
セージが贈られました。

祝

▲株式会社日本旅行西日本『おもしろ旅企画 ヒラタ屋』
代表　平田 進也さん

▲トップを維持したままゴールを決めた十津川高校Aチーム

成人おめでとうございます！
令和4年十津川村成人式　新成人17人出席

新
成
人
代
表
謝
辞（
要
旨
）

　
　
　
　  

則
本 

隆
也 

さ
ん

◆村内の部

優勝 十津川高校Ａ 2時間30分12秒
２位 東区Ａ 2時間34分49秒
３位 十津川高校Ｂ 2時間47分18秒
４位 三村Ａ 2時間49分49秒
５位 四村Ａ 2時間55分21秒
６位 十津川高校Ｃ 2時間58分06秒

◆永年表彰（敬称略、順不同）
40回 下村 賢治 二 村 中畑 昌三 二 村
25回 天野 浩二 三村B
20回 中西 浩文 四村A 東   悠哉 三村B
15回 玉置 孝寿 郵便局 沼平 善史 東区Ａ
10回 中垣 浩弥 東区Ａ 西  研二 郵便局 横山 健斗 郵便局

◆区間賞（敬称略）
男 子 女 子

１区 6.4km 谷口 成央 十津川高校Ａ 23分21秒 下村 倫代 二村 30分16秒
２区 4.3km 片山 篤之 十津川高校Ａ 17分55秒 小原 かなえ 二村 23分01秒 
３区 5.1km 大井 直生 東区Ａ 20分58秒 加賀 優子 二村 27分13秒 
４区 2.8km 丹羽 海登 十津川高校Ａ 11分23秒 大谷 純子 西川A 12分29秒 
５区 2.9km 垣野 隼人 十津川高校Ａ 11分48秒 玉置 彩乃 三村Ｂ 14分44秒 
６区 2.8km 玉置 一也 東区Ａ 11分56秒 髙田 恵美 三村Ｂ 15分23秒 
７区 7.0km 髙山 広大 十津川高校Ａ 26分08秒 （該当者なし）
８区 6.3km 小西 涼斗 十津川高校Ａ 25分34秒 竹内 佐知 中野村区 31分59秒 
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　 －　役場代表　－
電 話  0746-62-0001
FAX  0746-62-0210
IPﾌｫﾝ  050-5004-6720
　　　050-5004-6721
　　　050-5004-6722

　　－　庁舎２階　－
総務 （総務・防災）62-0001
　　 （企画）62-0910
産業 （観光）62-0004
　　 （農業）62-0005
　　 （林業）62-0909
教育 62-0003・62-0067

　　－　庁舎１階　－
住民 62-0900・62-0911
財政 62-0903
建設 62-0033（直通）
　　 （道路）62-0904
　　 （ダム）62-0907
　　 （水道）62-0908

福祉 62-0901・62-0902
施設 62-0905
出納 62-0906

　　－　庁舎３階　－
議会事務局 62-0002

　　　　　　　　－　庁　　外　－
衛生センター　 63-0391
小原診療所　　 63-0040
歴史民俗資料館 62-0137

し尿処理場　 63-0291
上野地診療所 68-0207
体育文化センター 63-0067

観光協会　　　 63-0200
泉湯　　　　　 62-0090
温泉プール　　 64-0762
北部保健センター 68-0017
十津川警察庁舎 63-0110

道の駅十津川郷 63-0003
庵の湯　　　　 64-1100
社会福祉協議会 64-0666
商工会　　　　62-0132
五條消防大塔分署 0747-36-0317

　  －　役場以外　－
森林館(古ル野) 62-0567
滝の湯　　　　62-0400
高森の郷　　　64-1800
森林組合　　　64-0301
五條消防十津川分署 64-1190
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◆奈良県知事表彰
（消防団員として
（女性団員においては階級が班長以上で成績優秀な者）

25年以上勤務し成績優秀な者）

所属 階級 氏名
 
 
 
 

第１分団 班長 青木

 

真美

◆奈良県消防協会長表彰
（消防団員として20年以上勤務し成績優秀な者）

所属 階級 氏名
第３分団 部長 柳瀬 堅一朗
第８分団 部長 東  忠典
第８分団 部長 中  昌永
第９分団 団員 滝  勝
第10分団 副分団長 中  一光

◆奈良県消防協会南吉野支部長表彰
（消防団員として15年以上勤務し成績優秀な者）

所属 階級 氏名
 
 
 

第１分団 班長 今別府文美

◆村長表彰（消防団員として10年以上勤務し成績優秀な者）
所属 階級 氏名
第１分団 部長 弓場 俊武
第２分団 団員 神谷 明成
第３分団 班長 増谷 悟
第５分団 団員 山本 翔太
第８分団 団員 植村 賢一
第８分団 団員 石橋 保典
第９分団 団員 大谷 八重子
第９分団 団員 勝山 敏也
第10分団 班長 乾  智裕
第10分団 団員 千葉 清孝

◆団長表彰（消防団員として5年以上勤務し成績優秀な者）
所属 階級 氏名
第１分団 団員 水谷 晃
第１分団 団員 玉田 智子
第１分団 団員 松田 美佐
第１分団 団員 千葉 ひづる
第３分団 班長 中畑 芳夫
本部分団 団員 平瀬 元貴
本部分団 団員 小林 元
第５分団 団員 植田 規裕
第７分団 団員 垣野 智之
第８分団 団員 濱矢 めぐみ
第８分団 団員 玉置 剛児

◆永年勤続退職者感謝状（30年以上）
所属 氏名
第７分団 寒川 展至
第９分団 小林 暁弘
第９分団 林  文作
第９分団 田中 一也

上自衛隊が公開訓練陸 災 害 時 の 活 動 や 装 備 品 を 紹 介

　1月29日、陸上自衛隊が大字折立の河川で公
開訓練を行いました。災害対処能力の向上を目
的に、22日から31日まで中部方面隊の施設科部
隊が合同訓練を実施。災害時に行う活動を知っ
てもらおうと、29日に一般公開された訓練には、
約100人が見学に集まりました。
　公開訓練では、橋がない対岸にいる人をボー
トで救助する活動や、ボートで車両を対岸に輸送
したり、川に大きな橋を組み立てる活動などが紹
介されました。

津 川 ゆ べ し 」入 賞「十 第 6 2 回 全 国 推 奨 観 光 土 産 品 審 査 会

　日本商工会議所と全国観光土産品連盟が11月
19日に開催した「第62回全国推奨観光土産品審
査会」で、「十津川深瀬」（大字重
里）の「十津川ゆべし」が食品部
門で入賞しました。

計調査功労表彰を受賞統 国 勢 調 査 な ど 調 査 業 務 に 尽 力

　国勢調査などの統計調査の実施にあたって、統
計調査員として長年にわたって統計調査に携わり、
統計業務の推進に貢献いただいたとして、大前憲
視さん（大字湯之原）が「統計調査業務功労表彰
（知事表彰）」と「奈良県統計協会会長表彰」を受賞
しました。

十津川深瀬
十津川村大字重里997
☎0746-66-0031 ／ FAX0746-66-0232

▶
統
計
調
査
員
を
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前
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ん

　受
賞
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で
と
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す
！

▶
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く
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ど
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の
伝
統
保
存
食「
ゆ
べ
し
」

⑤ ⑥

津 川 村 消 防 団 員 に 表 彰

　１月6日、体育文化センター（大字湯之原）で「十津川村
消防出初式」が行われました。14日には、野迫川村で「奈
良県消防協会南吉野支部連合出初式」が行われました。
　各表彰を受けた皆さんをご紹介します（敬称略・順不同）。

十 村 の 防 災 に 尽 力 　 出 初 式 実 施
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容
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こ
ん
な
人
に
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　・「
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ボ
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度
」と
い
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言
葉
を

　
　
初
め
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制
度
全
体
の
仕
組
み
を
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り
た
い
人
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①
２
月
17
日（
木
）

　
午
後
２
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〜
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３
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）
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２
時
〜
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３
時

③
３
月
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日（
木
）

　
午
後
２
時
〜
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後
３
時

④
３
月
30
日（
水
）

　
午
後
２
時
〜
午
後
３
時

定
員
　
各
15
人（
要
予
約
）

■所  
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会
議
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  （
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大
字
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治
２
０
０
番
３
）
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要
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約

　
１
週
間
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ま
で
に
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話
で
左
記
問
合

　
せ
先
に
申
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み
。
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吉
野
税
務
署
　
法
人
課
税
部
門

　 

☎
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７
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32
・１
５
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３

お
知
ら
せ

内
容

定
員

第１分団 団員 坂口 哲夫
第２分団 分団長 辻 成晃
第５分団 班長 上谷 一夫
第７分団 団員 玉置 公三

本部分団 団員 玉置 広之
第５分団 部長 小田 雄軌



　 －　役場代表　－
電 話  0746-62-0001
FAX  0746-62-0210
IPﾌｫﾝ  050-5004-6720
　　　050-5004-6721
　　　050-5004-6722

　　－　庁舎２階　－
総務 （総務・防災）62-0001
　　 （企画）62-0910
産業 （観光）62-0004
　　 （農業）62-0005
　　 （林業）62-0909
教育 62-0003・62-0067

　　－　庁舎１階　－
住民 62-0900・62-0911
財政 62-0903
建設 62-0033（直通）
　　 （道路）62-0904
　　 （ダム）62-0907
　　 （水道）62-0908

福祉 62-0901・62-0902
施設 62-0905
出納 62-0906

　　－　庁舎３階　－
議会事務局 62-0002

　　　　　　　　－　庁　　外　－
衛生センター　 63-0391
小原診療所　　 63-0040
歴史民俗資料館 62-0137

し尿処理場　 63-0291
上野地診療所 68-0207
体育文化センター 63-0067

観光協会　　　 63-0200
泉湯　　　　　 62-0090
温泉プール　　 64-0762
北部保健センター 68-0017
十津川警察庁舎 63-0110

道の駅十津川郷 63-0003
庵の湯　　　　 64-1100
社会福祉協議会 64-0666
商工会　　　　62-0132
五條消防大塔分署 0747-36-0317

　  －　役場以外　－
森林館(古ル野) 62-0567
滝の湯　　　　62-0400
高森の郷　　　64-1800
森林組合　　　64-0301
五條消防十津川分署 64-1190
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◆奈良県知事表彰
（消防団員として
（女性団員においては階級が班長以上で成績優秀な者）

25年以上勤務し成績優秀な者）

所属 階級 氏名
 
 
 
 

第１分団 班長 青木

 

真美

◆奈良県消防協会長表彰
（消防団員として20年以上勤務し成績優秀な者）

所属 階級 氏名
第３分団 部長 柳瀬 堅一朗
第８分団 部長 東  忠典
第８分団 部長 中  昌永
第９分団 団員 滝  勝
第10分団 副分団長 中  一光

◆奈良県消防協会南吉野支部長表彰
（消防団員として15年以上勤務し成績優秀な者）

所属 階級 氏名
 
 
 

第１分団 班長 今別府文美

◆村長表彰（消防団員として10年以上勤務し成績優秀な者）
所属 階級 氏名
第１分団 部長 弓場 俊武
第２分団 団員 神谷 明成
第３分団 班長 増谷 悟
第５分団 団員 山本 翔太
第８分団 団員 植村 賢一
第８分団 団員 石橋 保典
第９分団 団員 大谷 八重子
第９分団 団員 勝山 敏也
第10分団 班長 乾  智裕
第10分団 団員 千葉 清孝

◆団長表彰（消防団員として5年以上勤務し成績優秀な者）
所属 階級 氏名
第１分団 団員 水谷 晃
第１分団 団員 玉田 智子
第１分団 団員 松田 美佐
第１分団 団員 千葉 ひづる
第３分団 班長 中畑 芳夫
本部分団 団員 平瀬 元貴
本部分団 団員 小林 元
第５分団 団員 植田 規裕
第７分団 団員 垣野 智之
第８分団 団員 濱矢 めぐみ
第８分団 団員 玉置 剛児

◆永年勤続退職者感謝状（30年以上）
所属 氏名
第７分団 寒川 展至
第９分団 小林 暁弘
第９分団 林  文作
第９分団 田中 一也

上自衛隊が公開訓練陸 災 害 時 の 活 動 や 装 備 品 を 紹 介

　1月29日、陸上自衛隊が大字折立の河川で公
開訓練を行いました。災害対処能力の向上を目
的に、22日から31日まで中部方面隊の施設科部
隊が合同訓練を実施。災害時に行う活動を知っ
てもらおうと、29日に一般公開された訓練には、
約100人が見学に集まりました。
　公開訓練では、橋がない対岸にいる人をボー
トで救助する活動や、ボートで車両を対岸に輸送
したり、川に大きな橋を組み立てる活動などが紹
介されました。

津 川 ゆ べ し 」入 賞「十 第 6 2 回 全 国 推 奨 観 光 土 産 品 審 査 会

　日本商工会議所と全国観光土産品連盟が11月
19日に開催した「第62回全国推奨観光土産品審
査会」で、「十津川深瀬」（大字重
里）の「十津川ゆべし」が食品部
門で入賞しました。

計調査功労表彰を受賞統 国 勢 調 査 な ど 調 査 業 務 に 尽 力

　国勢調査などの統計調査の実施にあたって、統
計調査員として長年にわたって統計調査に携わり、
統計業務の推進に貢献いただいたとして、大前憲
視さん（大字湯之原）が「統計調査業務功労表彰
（知事表彰）」と「奈良県統計協会会長表彰」を受賞
しました。

十津川深瀬
十津川村大字重里997
☎0746-66-0031 ／ FAX0746-66-0232

▶
統
計
調
査
員
を
10
年
間
務
め
た
大
前
さ
ん

　受
賞
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
！

▶
地
元
産
の
柚
子
を
く
り
ぬ
き
、み
そ
や
そ
ば
粉
な
ど

　を
詰
め
て
乾
燥
さ
せ
た
村
の
伝
統
保
存
食「
ゆ
べ
し
」

⑤ ⑥

津 川 村 消 防 団 員 に 表 彰

　１月6日、体育文化センター（大字湯之原）で「十津川村
消防出初式」が行われました。14日には、野迫川村で「奈
良県消防協会南吉野支部連合出初式」が行われました。
　各表彰を受けた皆さんをご紹介します（敬称略・順不同）。

十 村 の 防 災 に 尽 力 　 出 初 式 実 施
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開
催
し
ま
す
。

　
令
和
５
年
10
月
1
日
か
ら
、消
費
税
の

仕
入
税
額
控
除
の
方
式
と
し
て
イ
ン
ボ
イ

ス
制
度
が
導
入
さ
れ
ま
す
。

内
容

【
こ
ん
な
人
に
オ
ス
ス
メ
】

　・「
イ
ン
ボ
イ
ス
制
度
」と
い
う
言
葉
を

　
　
初
め
て
聞
い
た
人

　・
制
度
全
体
の
仕
組
み
を
知
り
た
い
人

■時  

①
２
月
17
日（
木
）

　
午
後
２
時
〜
午
後
３
時

②
３
月
10
日（
木
）

　
午
後
２
時
〜
午
後
３
時

③
３
月
24
日（
木
）

　
午
後
２
時
〜
午
後
３
時

④
３
月
30
日（
水
）

　
午
後
２
時
〜
午
後
３
時

定
員
　
各
15
人（
要
予
約
）

■所  

吉
野
納
税
協
会（
２
階 

会
議
室
）

  （
吉
野
町
大
字
丹
治
２
０
０
番
３
）

■申  

要
予
約

　
１
週
間
前
ま
で
に
、電
話
で
左
記
問
合

　
せ
先
に
申
込
み
。

■問  
吉
野
税
務
署
　
法
人
課
税
部
門

　 
☎
０
７
４
６・
32
・１
５
８
３

お
知
ら
せ

内
容

定
員

第１分団 団員 坂口 哲夫
第２分団 分団長 辻 成晃
第５分団 班長 上谷 一夫
第７分団 団員 玉置 公三

本部分団 団員 玉置 広之
第５分団 部長 小田 雄軌
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学校行事

部活動

　
１
月
18
日
、十
津
川
中
学
校
体

育
館
と
多
目
的
ホ
ー
ル
で
、百
人

一
首
大
会
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
中

学
校
の
全
校
生
徒
が
参
加
し
、感

染
症
対
策
を
と
り
な
が
ら
、対
戦

形
式
で
競
技
を
行
い
ま
し
た
。
授

業
で
習
っ
た
百
人
一
首
に
、白
熱

し
た
戦
い
が
繰
り
広
げ
ら
れ
て
い
ま
し
た
。

　
ま
た
、特
大
サ
イ
ズ
の
カ
ル
タ
を
使
っ

た
競
技
も
行
わ
れ
ま
し
た
。
生
徒
ら
は

体
育
館
に
散
り
ば
め
ら
れ
た
札
を
探
す

の
に
苦
労
し
な
が
ら
も
、楽
し
く
競
技
に

臨
ん
で
い
ま
し
た
。

　
学
年
別
の
団
体
戦
で
は
、最
高
学
年
と

し
て
の
威
厳
を
見
せ
、見
事
３
年
生
が
優

勝
し
ま
し
た
。

　
１
月
25
日
と
１
月
27
日
に
、役
場
会
議
室
で
、村
内
小
中
学
校
の
書

写
・
図
画
作
品
審
査
会
が
開
か
れ
ま
し
た
。
こ
の
審
査
会
で
は
、令

和
３
年
度
に
作
ら
れ
た
書
写
・
図
画
作
品
が
集
め
ら
れ
、特
に
す
ば

ら
し
い
作
品
が
選
ば
れ
ま
し
た
。
審
査
に
は
各
小
中
学
校
の
先
生
の

ほ
か
、奈
良
県
立
奈
良
高
等
学
校
教
頭
兼
指
導
主
事
の
藤
井
義
秀
さ

ん
な
ど
が
あ
た
り
、力
作
ぞ
ろ
い
に
頭
を
悩
ま
せ
な
が
ら
、特
選
作
品

を
選
び
ま
し
た
。

　
今
回
特
選
作
品
と
し
て
選
ば
れ
た
作
品
に
つ
い
て
は
、村
内
各
学

校
に
て
巡
回
展
示
さ
れ

ま
す
。
ま
た
、一
般
の

人
向
け
と
し
て
、11
月

に
開
催
さ
れ
る
十
津
川

村
文
化
祭
で
も
展
示
さ

れ
る
予
定
で
す
。
ど
う

ぞ
楽
し
み
に
お
待
ち
く

だ
さ
い
。

　1月15日にジェイテクトアリーナ奈良で第18回奈
良県高等学校剣道優勝大会が行われ、男子団体戦に2
年杉本那由他、深瀬亮太、佐々木亮太、1年板野莉久、深
瀬天瑠が出場しました。2回戦に奈良大学附属高校と
対戦して0対5で負けましたが、強豪相手に出場選手全
員が健闘しました。今大会を通じて得た事を活かし
て、今後も稽古に励んでいきます。

　
１
月
13
日
、十
津
川
中
学
校
体
育
館
で
、中
高

合
同
総
合
学
習
発
表
会
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
こ

の
発
表
会
は
、中
学
校
の
総
合
学
習
と
、十
津
川

高
校
の
吉
野
熊
野
学
の
学
習
の
成
果
を
併
せ
て

発
表
す
る
場
と
し
て
設
け
ら
れ
ま
し
た
。

　
中
学
校
か
ら
は
、生
物
班
が
十
津
川
の
魚
に
つ
い

て
、ダ
ム
班
が
十
津
川
の
水
循
環
に
つ
い
て
調
べ
た

内
容
を
発
表
し
ま
し
た
。
高
校
か
ら
は
、芸
術
班
が

端
材
を
用
い
た
ア
ー
ト
と
地
域
お
こ
し
に
つ
い
て
、

自
然
班
が
フ
ィ
ト
ン
チ
ッ
ド（
樹
木
か
ら
発
散
さ
れ

る
、森
林
浴
効
果
な
ど
が
あ
る
物
質
）の
抽
出
に
つ

い
て
研
究
し
た
内
容
を
発
表
し
ま
し
た
。

　
普
段
の
授
業
で
は
触
れ
ら
れ
な
い
こ
と
に
つ

い
て
探
求
し
た
内
容
の
発
表
に
、参
加
し
た
生
徒

ら
は
興
味
深
く
聞
い
て
い
る
よ
う
で
し
た
。

教育だより
第161号

【お問い合わせ】
村教育委員会事務局
☎ 0746-62-0067

■総合的な学習（探求）の時間の成果を発表
中高合同総合学習発表会

水が好きなかえるが、草むらに隠れたり、
はすの上をジャンプしたりしています。舌
を出して小さなとんぼを食べたら、じょう
ずに歌をうたって…。小さな自然の穴あ
きしかけ絵本。

◆
新
着
お
す
す
め
図
書
◆

■
児
童

『
ぴ
ょ
ん
ぴ
ょ
ん
か
え
る
』

オ
リ
ビ
ア
・コ
ス
ノ
ー
／
さ
く

　み
た

　か
よ
こ
／
や
く

戦を無くすために必要なのは「絶対に
破られない石垣」か、はたまた「どんな
城も落とす砲」か――。共に戦で家族
を亡くした２人の職人が、戦場でぶつか
り合う。2022年直木賞受賞作品！

■
一
般

『
塞
王
の
楯
』今

村

　翔
吾
／
著

のら文庫
だより

のら文庫
役場玄関入ってすぐの文庫です。
図書の貸出しや資料の閲覧を行っ
ています。
　開館／平日　8:30～17:15
　休館／役場の閉庁日
　◆貸出上限　ひとり５冊
　◆貸出期間　３週間まで

高校だより

剣道部

　1月17日に本校で1、2年生に向けて3年生から就職や進学
に関する話をする進路座談会を実施しました。3年生の中か
ら8人が代表となり、自身の進路実現に向けて取り組んだこ
とや努力したこと、その反省や成果について話をしました。
　後輩たちは3年生からの熱いメッセージを真剣に聞いて
おり、今後の進路実現の参考にしてもらえたらと思います。

　1月16日に県立橿原公苑で学校説明会と木工芸授業体験
を実施しました。参加した中学生や保護者は真剣な様子で
教頭や教員からの話を聞き、十津川高校の紹介動画を視聴
していました。また後半には十津川産のヒノキで木製アク
セサリー制作に取り組みました。
　来年度に向けて、十津川高校で一生懸命学びたいと強く
思う生徒がより多く来てくれることを期待します。

進路座談会

高文連十津川巡回展
　十津川高校からは3チーム24人が出場し、重里から
上野地までの8区間(37.6km)を走りました。全てのチ
ームが一致団結しタスキをつなぎ走りきり、Ａチーム
が4年ぶりに優勝を飾り、Ｂチームは3位、Ｃチームは6
位と、3チーム全てが入賞する結果となりました。また、
Ａチームの選手の中から1区（6.4km）2年谷口成央、　
2区（4.3km）2年片山篤之、4区（2.8km）3年丹羽海登、5
区（2.9km）2年垣野隼人、7区（7.0km）3年髙山広大、8
区（6.3km）3年小西涼斗の6人が、区間賞を獲得する走
りを見せました。寒い中、沿道から応援していただいた
皆さま本当にありがとうございました。

第68回十津川村駅伝大会

　1月13日に十津川中学校で十津川地域連携教育中
高合同総合発表会を行いました。十津川中学校と十津
川高校の「総合的な学習の時間」「総合的な探究の時
間」における取り組みの成果を各校代表2班ずつ発表
しました。
　十津川高校からは芸術班が「大自然作品～端材アー
ト～」をテーマに「空中の村」とコラボした空中ブラン
コ制作などを発表し、また、自然班は「フィトンチッド
の抽出」をテーマに、ヒノキからフィトンチッドを抽出
する方法やその成果を発表しました。参加の中高生か
ら様々な質疑応答があり、とても有意義な発表会にな
りました。

中高合同総合発表会

■大きなカルタで勝負！
十津川中学校　百人一首大会■書写・図画の力作がずらり

村内小中学校　書写・図画作品審査
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村内小中学校　書写・図画作品審査
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お問い合わせ　福祉事務所　☎0746-62-0901

　加齢とともに心身の機能が低下してきて、「健康」と「要介護」の中間の状態にあることをい
います。フレイルを予防することが、健康寿命を延ばす重要なカギとなっています。

※回答欄の右側につく〇の数が多いほど注意が必要です。
※6つ以上右側に〇がついた人は、フレイルの危険性が一段と高くなります。

≪フレイル予防の3つのポイント≫
① 運動：意識的に運動をしましょう
② 社会参加：集落の集まりに参加するなど、隣近所と交流しましょう
③ 栄養：たんぱく質を含むバランスの取れた食事を摂りましょう

フレイルを予防しましょう

【フレイルチェックシート】

1

2

3

4

5

6

7

8

9

10

11

フレイルとは?

ほぼ同じ年齢の同性と比較して
健康に気を付けた食事を心がけている

野菜料理と主菜（お肉またはお魚）を
両方とも毎日2回以上食べている

「さきいか」、「たくあん」くらいの固さの食品を
普通に噛み切れる

お茶や汁物でむせることがある

1回30分以上の汗をかく運動を週2回以上、
1年以上実施している

日常生活において歩行または同等の身体活動を
1日1時間以上実施している

ほぼ同じ年齢の同性と比較して歩く
速度が速いと思う

昨年と比べて外出の回数が減っている

1日に1回以上は、誰かと一緒に食事をしている

自分が活気にあふれていると思う

何よりもまず、もの忘れが気になる

は い いいえ

は い いいえ

は い いいえ

は いいいえ

は い いいえ

は い いいえ

は い いいえ

は いいいえ

は い いいえ

は い いいえ

は いいいえ

福祉だより
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今月は、国保税第9期の納期です。
納期限は2月28日ですので、納期内に忘れず納めましょう！

▶国保税に関することは・・・・・財　政　課　☎0746-62-0903
▶保険証や医療に関することは・・住　民　課　☎0746-62-0911

―　お問い合わせ　―

一部負担金及び国民健康保険税の減免等について
　国民健康保険被保険者が、災害などの特別の理由により、著しく収入が減少し、一部負担金の
支払いや国民健康保険税の支払いが困難で、減免などの基準に該当する場合に、一部負担金や
国民健康保険税を免除､減額または徴収を猶予します。

保険料は毎月納めていただきますが、収入の減少や失業などにより保険料を納めることが難しく なる
こともあります。

また、保険料を未納のままにしておくと、将来の「老齢基礎年金」や、障害・死亡といった不測の事態が
生じたときの「障害基礎年金」・「遺族基礎年金」を受け取ることができない場合があります。

経済的な理由により、保険料を納めることができない場合は、保険料を「全額免除」 または「一部免除」
する制度があります。 
※免除の承認を受けた期間は、年金を受け取るために必要な期間(受給資格期間)に含まれます。

本人、配偶者、世帯主それぞれの前年所得が、一定の金額以下であれば、申請者本人が免除を受け
ることができます。

申請する場合は、「国民年金保険料免除・納付猶予申請書」(申請書は各窓口、日本年金機構ホーム
ページにあります)を、村役場の国民年金担当窓口もしくは お近くの年金事務所にご提出ください
(郵送も可能です)。

免除の申請は、過去 2 年(申請月の 2年1か月前の月分)までさかのぼって申請することができま
す。 例えば、令和4年7月に申請する場合は、令和2年6月までさかのぼって申請できます。

詳しくは、村役場の国民年金担当窓口もしくはお近くの年金事務所にご相談ください。

①震災、風水害、火災その他災害
により､障害を負う、または行
方不明になる、もしくは住居が
著しい損害を受けたとき

②干ばつ、冷害、凍霜害等による
農作物の不作、不漁その他こ
れらに類する理由により収入
が減少したとき

③事業または業務の休廃止、失
業、事業における著しい損失
があったとき

④その他①～③に類する理由が
あるとき

①震災、風水害、火災その他災害
により､障害を負う、または行
方不明になる、もしくは住居が
著しい損害を受けたとき
②干ばつ、冷害、凍霜害などによ
る農作物の不作、不漁その他
これらに類する理由により収
入が減少したとき
③事業または業務の休廃止、失
業、事業における著しい損失が
あったとき
④長期の入院又は自宅療養によ
り収入が減少したとき
⑤その他①～④に掲げる人のほか
に村長が特に必要と認める人

実収入月額や預貯金の額につい
て定めがあります。

損害の程度や前年度総所得金額
により判定基準があります。

※旧被扶養者とは・・・次の項目すべてに該当する人です。
　・国保の被保険者の資格を取得した日に65歳以上の人
　・国保の被保険者の資格を取得した日の前日に被用者保険の被扶養者であった人
　・国保の被保険者の資格を取得した日の前日に扶養関係にあった被用者保険の被保険者本人が、そ
　  の翌日に後期高齢者医療制度の被保険者となった場合

(医療機関の窓口で支払う料金)

入院療養を受ける
被保険者の属する世帯

国保税の納税義務者
及び旧被扶養者 (※)

一部負担金

対象となる世帯（者）

問い合わせ先 住民課（62-0911） 財政課（62-0903）

減免等の基準

対象となる特別な理由

全額免除 … 保険料の全額を免除
一部免除 … 保険料の一部を免除 (4 分の 3 免除・半額免除・4 分の 1 免除)

国民健康保険税

 
 
 

 

 
 
 
 
 
 

 
 
 

 
 

  

 
 

知っていますか？国民年金保険料の免除制度
 

●●免免除除がが承承認認さされれたた場場合合のの免免除除額額とと保保険険料料

全額免除 ４分の３免除 半額免除 ４分の１免除

免除額 16,610円 12,460円 8,300円 4,150円

0円 4,150円 8,310円 12,460円保険料 ※ ※ ※

 
 
※免除が承認された場合の保険料を納めていない期間は、未納扱いとなりますのでご注意ください。
 

【令和3年度の月額保険料】  

 

免除を受けるための条件を確認してください

申請をしてください
 

申請できる期間を確認してください  

大和高田年金事務所 ☎0745-22-3531
住民課（国民年金窓口）　☎0746-62-0900お問い合わせ

国保だより年金だより
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（　　  ）
（ 　　 ）
（　　  ）

（敬称略）
人のうごき

おくやみおくやみ
1月
1月
1月
1月
1月

4日
11日
18日
27日
28日

（重　里）
（平　谷）
（風　屋）
（山　手）
（平　谷）

●十津川村の住民基本台帳人口●
（令和４年2月１日現在）
・  ・  ・ 
・  ・  ・ 
・  ・  ・ 
・  ・  ・ 

○世帯数
○人　口
　　男　
　　女　

1,722
3,041
1,547
1,494

世帯
人
人
人

（ 　　　 ）-3世帯
-9人
-4人
-5人

（　　）は前月比

ご 結 婚ご 結 婚

森川 雄太郎（重里）青木 麻耶（五條市）
12月18日

85歳
85歳
95歳
90歳
78歳

　今月の「ぐっと！奥大和」は、奥大和の鬼。
　鬼と聞くと、ちょっと怖いイメージを持ちますが、ガム
シャラにひたすら、ストイックに、集中して精魂を傾ける
人を指して使う言葉もあります。そこで、1月9日にあった
第68回十津川村駅伝大会をご紹介しています。
　来年の大会は、村内外からたくさんの参加者が集まり
開催できると良いですね。私も、参加できるよう体力づく
りから始めたいと思います！　(地域おこし協力隊 角田)

川崎増次郎
榊本五十鈴
津川　正美
東　キヨエ
千葉　勝久

しょうたば　ば
馬場　晶大 ちゃん（谷瀬）
１月７日生まれ（満３歳）

いつも元気いっぱいのしょーちゃん。
春からは保育所。

お友達と仲良くしてね！！

父…健一　母…真理

あとがき

＊おたんじょうび  おめでとう＊＊おたんじょうび  おめでとう＊

●村営タクシー郷士号

●成人式

▶先日、とあるお寺で拝見した掛け軸に「擔雪
填古井（ゆきをになってこせいをうずむ）」と書
かれていました。雪を担いできて井戸に投げ
込めば、雪は融け消えてしまい、井戸を埋める
ことはできません。お寺の人に伺うと、これは
禅の言葉だそうで、いくら懸命に努力しても無
駄な行為ですが、そのような無駄だと思われる
行いにどのような意味があるのか、ぜひ考えて
みてください、と話されました。

　効率性や経済合理性が追及される一方で、
成人式の講演で平田さんがお話しされたよう
に、一見儲けにならないことでも、人に喜んでも
らうために尽くす行為は、決して無駄ではあり
ません。ついつい私も効率や損得ばかり考え
てしまうのですが、理にかなわない感情や心情
にこそ人間らしくあるために大切なものがある
と思いました。皆さんは「雪を担って古井を埋
ずむ」ことをどう考えますか。（弓場）

今月の「とつかわテレビ」

今月の「ぐっと!奥大和」今月の「ぐっと!奥大和」

自治体放送（11チャンネル）で放送中！
（第1ch）9:00～、17:00～

自治体放送（11チャンネル）で放送中！
（第1ch）13:00～、20:05～

●今月の表紙　雪樹冬景（大字玉置川）

 
 

●高齢者運転免許自主返納等
　支援事業協定調印式

●消防出初式

●高齢者運転免許自主返納等
　支援事業協定調印式

●消防出初式

○　令和３年分所得税及び復興特別所得税の確定申告期間は、２月16日(水)から３月15日(火)

までです。

○　新型コロナウイルス感染症の感染拡大を防止するため、確定申告会場の混雑緩和を図る観

点から、確定申告会場への入場には、「入場整理券」が必要となります。

　　入場整理券の配付方法は２通りあります。

　　確定申告会場での当日配付又はオンライン（ＬＩＮＥ）での事前発行となります。

　　なお、当日配付は、状況により早めに配付を終了する場合がありますのでご了承ください。

〇　確定申告会場では、長時間お待ちいただくことがあります。

〇　「検温」「マスクの着用」「手指の消毒」などの感染予防対策にご協力ください。

〇　37.5度以上の発熱が認められる場合などは、入場をお断りさせていただきます。

吉野税務署からのお知らせ

 

 

       

令和３年の火災件数

・電気機器に異常を認めたら使用せず、修理または交換を。
・家の周囲に燃えやすい物は置かない。
・暖房機器の周囲に燃えやすい物は置かない。
・車両への機器、機材の取付けは確実に。または専門家に依頼。

【問い合わせ】五條消防署十津川分署
☎0746-64-1190

・家庭ゴミなどの野焼き行為の禁止。

　令和３年の十津川村内における火災件数は５件（建物火災３件、車両火災１件、
その他火災１件）でした。
　「村内火災ゼロ」を目指し、令和４年も、村民一人ひとりが防火・防災への意識を
高めましょう。
　火災の出火原因の中で、ちょっとした心がけで火災を防ぐポイントを紹介します。
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（　　  ）
（ 　　 ）
（　　  ）

（敬称略）
人のうごき

おくやみおくやみ
1月
1月
1月
1月
1月

4日
11日
18日
27日
28日

（重　里）
（平　谷）
（風　屋）
（山　手）
（平　谷）

●十津川村の住民基本台帳人口●
（令和４年2月１日現在）
・  ・  ・ 
・  ・  ・ 
・  ・  ・ 
・  ・  ・ 

○世帯数
○人　口
　　男　
　　女　

1,722
3,041
1,547
1,494

世帯
人
人
人

（ 　　　 ）-3世帯
-9人
-4人
-5人

（　　）は前月比

ご 結 婚ご 結 婚

森川 雄太郎（重里）青木 麻耶（五條市）
12月18日

85歳
85歳
95歳
90歳
78歳

　今月の「ぐっと！奥大和」は、奥大和の鬼。
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川崎増次郎
榊本五十鈴
津川　正美
東　キヨエ
千葉　勝久

しょうたば　ば
馬場　晶大 ちゃん（谷瀬）
１月７日生まれ（満３歳）

いつも元気いっぱいのしょーちゃん。
春からは保育所。

お友達と仲良くしてね！！

父…健一　母…真理

あとがき

＊おたんじょうび  おめでとう＊＊おたんじょうび  おめでとう＊

●村営タクシー郷士号

●成人式
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今月の「とつかわテレビ」

今月の「ぐっと!奥大和」今月の「ぐっと!奥大和」

自治体放送（11チャンネル）で放送中！
（第1ch）9:00～、17:00～

自治体放送（11チャンネル）で放送中！
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●今月の表紙　雪樹冬景（大字玉置川）
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土曜診療日
整形外科診療日

出張診療日

【文字表記】
土曜・・土曜診療日　　　　五百瀬・・神納川地区生活改善センター
整形・・整形外科診療日　　東　中・・東中公民館
出張・・出張診療日　　　　玉垣内・・玉垣内集会所
休診・・休診日　　　　　　上野地・・上野地診療所
　　　　　　　　　　　  小　原・・小原診療所
【お問い合わせ】
小原診療所☎0746-63-0040　上野地診療所☎0746-68-0207

小原　8:30～11:15
小原　8:30～11:15
上野地　14:00～15:15
五百瀬・東中  14:30～15:00
玉垣内  14:00～15:00

受付時間

集落の絶景

不 動 滝（大字高滝）
撮影：深瀬常保さん（大字重里）

●休診【小原・上野地】
新型コロナワクチン集
団接種（住民ホール）

●休診【小原・上野地】
新型コロナワクチン集
団接種（住民ホール）

新型コロナワクチン
巡回接種（旭／高津／
神納川）

●休診【小原・上野地】
新型コロナワクチン集団
接種（北部保健センター）

●休診【小原】
新型コロナワクチン集
団接種（住民ホール）

日

●・・診療情報　　▲・・イベント情報
くらしのカレンダー
※行事予定は変更になる場合があります。ご了承ください。

月 火 水 木 金 土
2/6

2/13

2/20

2/27

3/6

2/7

2/14

2/21

2/28

3/7

2/8

2/15

2/22

3/1

3/8

2/9

2/16

2/23

3/2

3/9

2/10

2/17

2/24

3/3

3/10

2/11

2/18

2/25

3/4

3/11

2/12

2/19

2/26

3/5

3/12

●出張【玉垣内】 ●出張【五百瀬】

●出張【五百瀬】

●出張【玉垣内】

●出張【玉垣内】

●出張【東中】

●整形【小原】

●整形【小原・上
野地】

●土曜【小原】

●土曜【小原】

●土曜【小原】

建国記念の日

天皇誕生日

奈良県防衛協会十津川支部 

会員募集しています 平成23年の紀伊半島大水害時、
自衛隊の皆さんには大変お世話になりました。
この防衛協会は自衛隊の活動の支援、協力に努めること等を目的とし
ています。賛同いただける方の入会をお待ちしております。
申込の詳細は、
十津川支部発足準備委員会　TEL 080-8326-9107（乾敏志）まで

●休診【上野地】

【
有
料
広
告
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